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奈良県教育委員会事務局義務教育課
奈 良 県 道 徳 教 育 振 興 会 議

   「人生いかに生きるべきか。」と自らに問い続ける道徳教育の充実は、子どもたち一人

一人のウェルビーイングの向上のために、大きな役割を担っています。

　本リーフレットでは、各学校における道徳教育の充実に向けて、子どもや学校、地域の実態

を考慮して、学校の道徳教育の重点目標を設定しながら特色ある道徳教育を推進している

学校を紹介しています。また、「特別の教科　道徳」の授業において活用できる教材及び

指導例を掲載しています。本リーフレットを参考にしていただき、子どもたち一人一人の

心を育むことに役立てていただければ幸いです。



よりよく生きるための

橿原市立
耳成南幼稚園

【育ってほしい姿】
友達と様々な経験を重ねる中で、他者の気持ちを
理解し思いやりをもって行動する。

【取組】
家庭や地域社会との連携
・少数保育参加、未就園児活動
・おはなしの会
・PTA活動と共に地域のボランティア活動を実施
（夕涼み会、運動会、もちつき、除草作業等）
小学校との連携
１年生と…運動・楽器遊び、夏の遊び、授業体験等

国語科や生活科に繋がる活動の実施。
５年生と…給食体験、掃除の仕方、運動会

や音楽会の見学などを実施。
※毎月、園児と児童が行き来することで、安心した
環境の中でお互いの名前を覚え、身近な存在に
なっている。

橿原市立
耳成南小学校

学校教育目標

たくましく、自ら学ぶ、心豊かな児童の育成

【取組】
「考えが広がり深まる道徳科」の授業づくり
・各学年１本の公開授業と研究協議
・全員参加の模擬授業
学校全体の取組
・

・

重点内容項目（【自主、自立】【友情、信頼】【集
団生活の充実】【自然愛護】）を設定し、全ての教
育活動において、道徳教育との関連性を意識する。
生徒指導の取組として、児童による、月目標のポス
ターの作成と呼びかけ。

   

家庭や地域社会、幼稚園との連携
・１・５年生を中心とした幼小交流
・年１回のなかま参観
・学校運営協議会、PTA評議員会での周知
・「学校だより」「みんなの学校」等での啓発

４歳児 ５歳児

道徳性・規範意識の芽生え

令和７年度 奈良の子どもの未来を拓く

幼稚園 小学校

自己の生き方についての考えを深める道徳性・規範意識の芽生えを培う

低
学
年

中
学
年

高
学
年

幼児の道徳性・規範意識の芽生えを育むために、
遊びや生活の中で、幼児同士の気持ちのぶつかり
合いや楽しく遊びたいのにうまくいかないといった
思いが生じた場面を捉えて、適切な援助を行うこ
とが求められます。

道徳性・規範意識の芽生えは、領域「人
間関係」のみで育まれるのではなく、幼
稚園教育要領第２章に示す、ねらい及
び内容に基づく活動全体を通して育ま
れることに気をつけることが大切です。

園教育目標
　豊かな自然の中で、仲間と共に生き生きと
主体的に遊びに取り組み、心身ともに健康で、
調和の取れた人間形成の基礎を培う。

自分にも相手にも気持ちが
あることに気付き、関わろ
うとする。

相手の立場や気持ちを
大切に考えながら、行動
する。

各学年を通じて、自立心や自律性、生命を尊重する心や
他者を思いやる心を育てること、また各学年段階におい
て次の事項に気をつけることが求められます。
挨拶などの基本的な生活習慣を身に付けること、善悪を判断
し、してはならないことをしないこと、社会生活上のきまり
を守ること。

相手の考え方や立場を理解して支え合うこと、法やきまりの
意義を理解して進んで守ること、集団生活の充実に努めるこ
と、伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土
を愛するとともに、他国を尊重すること。

善悪を判断し、正しいと判断したことを行うこと、身近な人々
と協力し助け合うこと、集団や社会のきまりを守ること。

【道徳教育の重点目標】
〇基本的な生活習慣を確立し、自主的・自律的に
行動しようとする態度を育てる。
〇思いやりの心をもち、友達と互いに信頼し助け
合う態度を育てる。
〇集団に進んで参加し、自分の役割を果たそうと
する態度やきまりを守る態度を養う。
〇自然や生命を大切にする心や感動する心を育
てる。



基盤となる道徳性を養う

大和郡山市立
郡山東中学校

【取組】
授業力向上に向けて
・道徳科の授業をローテーションで
行い、互いの授業を参観。
・授業づくりの研修と授業公開を毎学期実施。
学校全体での取組
・
・

家庭や地域社会との連携
・PTAや地域の方と「クリーンザ東中」
を実施。
・道徳科の授業を保護者や地域の方に公開。

奈良県立
橿原高等学校

【取組】
各学年における道徳教育ホームルーム
・各学年で設定したテーマについて、自校で作成
した動画教材をもとに展開。
教科学習
・公民科の「公共」の授業を通して道徳教育を実施。
教職員研修
・大学教授や小・中学校長を招聘し、道徳教育の具体
的な実践に向けた教職員研修を開催。
他校への広がり
・高人教研究大会において発表。
地域との連携
・地域の方を招聘し、各クラスの人権委員を対象に
    「在り方生き方」に関する講演会を実施。

第１学年 第３学年第２学年

道徳教育推進事業～指定地域・校での取組事例～

中学校 高等学校

人間としての生き方についての
考えを深める

人間としての在り方生き方への
自覚を一層深める

小学校における道徳教育の指導内容を更に発展させ、
社会的な要請や今日的課題についても考慮し、次の
５項目について気をつけることが求められます。
〇自立心や自律性を高め、規律ある生活をすること。
〇生命を尊重する心や自分の弱さを克服して気高く生きよ
うとする心を育てること。
〇法やきまりの意義に関する理解を深めること。
〇自らの将来の生き方を考え、主体的に社会の形成に参画
する意欲と態度を養うこと。
〇伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土
を愛するとともに、他国を尊重すること、国際社会に生
きる日本人としての自覚を身に付けること。

高等学校段階では、一人一人が人生を歩んで
いく上での手掛かりや内面的な基盤を確立す
るべき時期であり、国家及び社会の責任ある
一員として必要な教養や行動規範などを身に
付けていくことが期待されます。

中学校までの特別の教科である道徳の学習等を通じ
て深めた、主として自分自身、人との関わり、集団
や社会との関わり、生命や自然、崇高なものとの関
わりに関する道徳的諸価値についての理解を基にし
ながら、様々な体験や思索の機会等を通して、人間
としての在り方生き方についての考えを深めるよう
気をつけることが求められます。

学校教育目標
　「翔」～心身共にたくましく成長し、豊か
な人間性を携えて大きく社会に飛び立つことの
できる生徒の育成～　

学校教育目標
　生徒一人一人の個性、能力を最大限に伸ばし、
学力の徹底的啓培に努めるとともに節度ある生
活をとおして育まれるたくましい心身をもつ人
をつくる
【道徳教育の重点目標】
〇自他の生命や人格を尊重し、多様な価値観を認
め、思いやりのある心を育成する。
〇基本的な生活習慣を確立させ、規範意識の高ま
りを目指し、社会の一員として自覚と責任をも
たせる。
〇多様な学びの場から自らの在り方、生き方を主
体的に探求し、自己実現を目指す生徒を育成する。

【道徳教育の重点目標】
主体性をもって集団や社会に貢献するとともに、相
手の個性や立場を思いやり認め合う生徒を育てる。

思いやりの
心 を も ち、
集団生活の
向上に努め
る。

自己の役割と
責任を自覚す
るとともに、
相互理解を深
める。

自主的に考え、
判断、行動し、
自己の生き方
への展望を
もつ。

毎月１回ボランティア活動「ちょボラ」の実施。
重点内容項目（【自主、自立】【節度、節制】
【相互理解、寛容】）を意識した特別活動の実施。
（苗木のスクールステイ、全校じゃんけん大会等）



「特別の教科　道徳」の指導例
主題名  自分らしくあるために
内容項目 D よりよく生きる喜び
教材名     山桜

（奈良県教育委員会）
指導学年    中学校第３学年

教材について

ねらい

教材文やワークシート、板書例は下記URLからダウンロードできます。
奈良県道徳教育アーカイブURL https://www.pref.nara.jp/67965.htm

　主人公のものの見方や考え方の変化、父が主人公に伝えかった
ことなどについて考えたり、話し合ったりすることを通して、自
己の弱さを克服し、人間として精一杯生きることの大切さや喜び
に気付かせ、よりよく生きようとする意欲を高める。

　本教材は、桜の名所で有名な吉野山をモチーフに、吉野山の桜の品種である山桜を自分と重ね、自分の弱さ
を克服し逆境を乗り越えようとする主人公の姿を描いている。多くの中学生にとって主人公の姿や悩みは等身
大であり、主人公のものの見方や考え方の変容を共感をもって受け止めることができるであろう。教材では、
父が主人公へ伝えたい思いを、山桜が「自分らしくあるために、自分の花を咲かせる」という比喩表現に象徴
している。学習展開では、この言葉をキーワードとする話合いを設定したい。さらに、そのことが今も「わた
し（主人公）をずっと支えている」ことの意味について考えさせることで、自己の弱さを克服し、人間として
精一杯生きることの大切さや喜びに気付かせ、よりよく生きようとする意欲を高めたい。

導
入

終
末

展
　
　
　
　
　
　
　
　
開

１.吉野山の桜
について話
し合う。

○吉野山の桜を知っていますか。
・家族で行ったことがある。
・シロヤマザクラという品種を初めて知った。
○部屋に閉じこもった｢わたし｣はどんなことを思っ
ていたでしょう。
 ・やっぱり自分には才能がないんだ。
 ・これ以上バレーボールを続けるのは辛い。

※ポッキリ折れたものとは何だと思いますか。
 ・頑張ってきた気持ち。　・精一杯のプライド。

○人知れず咲く山桜を見たとき、｢わたし｣の胸にこ
み上げてきた熱いものとは何だったのでしょう。
 ・目立たなくても力の限りに咲いている山桜への共感。
 ・人知れず咲く山桜にこれまで頑張ってきた自分自
身を重ねたことによる悲しみ。

○人知れず咲く山桜を見せ、父が｢わたし｣に伝えた
かったことは何だったのでしょう。
 ・だれかに認めてもらうためではなく、自分にでき
ることを精一杯してくことの大切さ。
 ・他人と比較することより、自分らしく生きること
の素晴らしさ。

◎あの日の山桜が、今も「わたしをずっと支えてい
る」とは、どういうことだと思いますか。
 ・あのとき感じた父の温かさがずっと自分の支えに
なっている。
 ・だれのためでもなく、自分らしく生きるために頑 
張ろうと思えるようになった。

※主人公のものの見方はどう変わったと思いますか。
 ・他人と比較するのをやめた。
 ・自分が自分を認め、今できることを精一杯するこ
　とが自分らしさである。

 ・部活動での体験などを出し合い、
努力が報われなかったという主
人公の悔しさや自分に才能がな
いと思う悲しさなどに共感でき
るようにする。

 ・自由に話し合わせ、教材への興
味・関心を喚起する。

 ・山深く誰も見る人がいなくても
毎年花を咲かせている山桜に自
分自身を重ねながら、主人公が
感じた健気さやいじらしさ、気
高さなどについて自由に話し合
わせ、考えを深められるように
する。
 ・自分自身に対して言い聞かせる
ように話す父の姿から、主人公
への励ましの思いとともに父自
身の生き方についても考えさせ
る。

 ・山桜の姿や父の思いを心の支え
にして生きてきた主人公につい
て話し合うことを通して、自分
の弱さを克服し、人として精一
杯生きることの大切さや喜びに
気付かせ、自分らしくあるため
の心構えについて考えさせる。
 ・ワークシートに書き込むことを
通して、じっくりと考えさせ、
それを基に積極的に話し合える
ようにする。
 ・自分らしくよりよく生きるよさ
について振り返らせる。

○今日の学習を通して、考えたことや思ったとを書
きましょう。

２.教材文 ｢山
桜｣ を読ん
で話し合う。

３.主題につい
て考える。

４.学習を振り
返る。

学習活動 主な発問（○、◎）　　　　　補助的な発問（※）
予想される生徒の反応（・） 指導上の留意点



ら
ん
ま
ん

し
ょ
う
け
い

　

古
く
西
行
法
師
が
う
た
っ
た
よ
う
に
、
吉
野
山
の
桜
は
山
全
体
に
爛
漫
と
咲
き
広
が
る
そ
の
見
事
な
景
観
で
広
く

名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
下
千
本
か
ら
中
千
本
、
上
千
本
と
開
花
し
て
い
き
、
毎
年
四
月
半
ば
に
迎
え
る
見
頃
に
は
、

吉
野
山
は
花
見
客
で
身
動
き
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
。
同
じ
桜
を
、
西
行
法
師
を
始
め
古
来
多
く

の
人
々
が
め
で
て
き
た
こ
と
を
思
う
と
、
そ
の
桜
の
美
し
さ
へ
の
憧
憬
の
念
が
歴
史
を
経
て
我
々
の
心
に
深
く
息
づ

い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
中
で
も
太
閤
秀
吉
の
花
見
は
こ
と
に
有
名
で
あ
る
が
、
吉
野
山
の
桜

も
ま
た
、
そ
ん
な
人
々
、
歴
史
そ
の
も
の
を
ず
っ
と
見
続
け
て
き
た
と
も
言
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
吉
野
山
の
桜
は
山
桜
で
も
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
三
万
本
と
言
わ
れ
る
桜
の
木
の

多
く
は
、
シ
ロ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
い
う
品
種
で
あ
る
。
日
本
の
桜
の
名
所
の
多
く
は
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
整
備
さ
れ

た
も
の
が
多
く
、
そ
の
桜
の
種
類
は
、
若
葉
の
前
に
花
の
重
み
で
枝
が
垂
れ
下
が
る
が
ご
と
く
一
気
に
咲
き
誇
る
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
華
や
か
さ
に
比
べ
る
と
、
若
葉
と
同
じ
く
し
て
花
開
く

山
桜
は
、
派
手
さ
は
な
い
も
の
の
、
控
え
め
な
中
に
気
品
を
漂
わ
せ
た
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。

　

わ
た
し
は
、
こ
の
山
桜
が
好
き
だ
。
吉
野
山
の
山
全
体
を
淡
い
桜
色
に
染
め
る
桜
の
美
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
好
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

わ
た
し
の
心
の
奥
底
に
い
つ
も
凜
と
し
て
そ
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
の
は
、
山
の
奥
深
い
と
こ
ろ
で
人
知
れ
ず
ひ
っ
そ
り
咲
い
て
い
る
山

桜
な
の
で
あ
る
。

　

そ
の
山
桜
と
の
出
会
い
は
、
わ
た
し
が
中
学
生
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
わ
た
し
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
お
り
、
練
習

に
明
け
暮
れ
る
毎
日
で
あ
っ
た
。
試
合
の
出
場
メ
ン
バ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
必
死
に
練
習
に
打
ち
込
み
、
努
力
は
人
一
倍
し
て
い
た

つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
な
か
な
か
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
入
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
地
区
予
選
を
一
週
間
後
に
控
え
た
あ
る
日
の
こ
と
、

監
督
が
み
ん
な
を
集
め
て
言
っ
た
。

　
「
次
の
試
合
は
、県
大
会
に
つ
な
が
る
大
切
な
予
選
だ
。こ
れ
ま
で
皆
で
精
一
杯
練
習
に
打
ち
込
ん
で
き
た
成
果
を
出
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
。

試
合
の
出
場
メ
ン
バ
ー
を
こ
れ
か
ら
発
表
す
る
が
、
試
合
に
出
る
者
も
控
え
の
者
も
変
わ
ら
ず
こ
の
チ
ー
ム
の
大
切
な
一
人
一
人
だ
。

地
区
予
選
突
破
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
ポ
ジ
ジ
ョ
ン
で
力
を
尽
く
し
て
も
ら
い
た
い
。」

わ
た
し
は
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
。
監
督
は
あ
あ
言
う
が
、
試
合
の
出
場
メ
ン
バ
ー
に
は
み
ん
な
選
ば
れ
た
い
に
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
こ
れ
ま
で
苦
し
い
練
習
に
耐
え
て
頑
張
っ
て
き
た
の
だ
。
何
よ
り
わ
た
し
は
今
回
は
自
信
が
あ
っ
た
。
最
近
、
練
習
で
は
調
子
が
と
て

も
よ
か
っ
た
し
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
も
そ
の
こ
と
を
認
め
て
く
れ
て
い
る
。
わ
た
し
は
監
督
の
口
も
と
を
じ
っ
と
見
つ
め
た
。

　
「
次
の
試
合
の
メ
ン
バ
ー
は
、
山
本
、
吉
田
、
山
田･･････

。」

山
桜

　　
吉
野
山　
こ
ず
ゑ
の
花
を　
見
し
日
よ
り　
心
は
身
に
も　
そ
は
ず
な
り
に
き



　

結
局
、
今
回
も
監
督
が
わ
た
し
の
名
前
を
呼
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
日
の
帰
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
わ
た
し
は
落
ち
込
ん
で
い
た
。

チ
ー
ム
メ
イ
ト
は
残
念
が
っ
て
口
々
に
慰
め
て
く
れ
た
が
、
わ
た
し
は
そ
ん
な
言
葉
な
ど
全
然
耳
に
入
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
だ
け
頑
張
っ
て

も
や
は
り
駄
目
だ
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
自
分
に
は
才
能
が
な
い
の
だ･･････

こ
れ
ま
で
も
ど
こ
か
に
そ
う
思
う
自
分
が
い
た
。
で
も
必
死
に

そ
う
考
え
な
い
よ
う
に
し
て
き
た
の
だ
。
努
力
す
れ
ば
必
ず
結
果
が
付
い
て
く
る
は
ず
だ
。
そ
う
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
、
今
日
ま
で

頑
張
っ
て
き
た･･････

な
の
に･･････

。
何
か
が
自
分
の
中
で
ポ
ッ
キ
リ
と
折
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
「
優
子
、
入
っ
て
い
い
か
。」

　

そ
の
日
の
夜
、
い
つ
も
の
よ
う
に
遅
く
帰
っ
て
き
た
父
が
わ
た
し
の
部
屋
を
ノ
ッ
ク
し
た
。
家
に
帰
っ
た
わ
た
し
の
様
子
が
お
か
し
い

こ
と
に
気
付
き
、
ど
う
し
た
の
か
と
根
掘
り
葉
掘
り
聞
く
母
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
も
う
や
め
る
ん
だ
と
わ
た
し
は
言
い
放
っ
て
部
屋
に

閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
。
部
屋
に
入
っ
て
き
た
父
は
言
っ
た
。

　
「
な
あ
、
優
子
。
明
日
、
部
に
は
行
か
な
い
の
か
。」

　
「
行
か
な
い
。
や
っ
ぱ
り
わ
た
し
、
才
能
が
な
い
の
よ
。
頑
張
っ
た
と
こ
ろ
で
出
場
メ
ン
バ
ー
に
は
な
れ
っ
こ
な
い
し
ね
。」

わ
た
し
は
投
げ
や
り
な
気
持
ち
で
そ
う
言
っ
た
。
多
分
、
父
の
お
説
教
が
こ
の
後
始
ま
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら･･････

。
と
こ
ろ
が

父
の
言
葉
は
意
外
な
も
の
だ
っ
た
。

　
「
そ
う
か
。
そ
れ
な
ら
明
日
は
休
み
だ
し
、
一
緒
に
花
見
に
行
か
な
い
か
。」

 　

次
の
日
、
わ
た
し
は
初
め
て
部
の
練
習
を
サ
ボ
っ
て
、
父
と
花
見
に
出
か
け
た
。
吉
野
山
の
桜
は
本
当
に
見
事
だ
っ
た
。
戻
る
車
の
中
で
、

わ
た
し
は
父
に
言
っ
た
。

　
「
お
父
さ
ん
、
桜
、
き
れ
い
だ
っ
た
ね
。
あ
ん
な
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
、
多
く
の
人
々
に
見
て
も
ら
え
て
喜
ん
で
も
ら
え
て
。

桜
た
ち
幸
せ
だ
よ
ね･･････

そ
れ
に
比
べ
て･･････

。」

　
「
な
あ
、
優
子
。
も
う
少
し
つ
き
合
わ
な
い
か
。」

　

そ
う
父
は
言
う
と
、
吉
野
川
沿
い
の
国
道
か
ら
千
石
橋
を
渡
っ
て
さ
ら
に
山
の
方
に
車
を
向
け
た
。
わ
た
し
は
、
吉
野
山
の
桜
を
思
い

な
が
ら
、
い
つ
か
試
合
で
活
躍
す
る
こ
と
を
夢
見
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
に
打
ち
込
ん
で
き
た
こ
と
、
そ
ん
な
自
分
を
横
目
に
友
だ
ち

は
次
々
と
試
合
に
出
て
い
る
こ
と
、
自
分
に
は
才
能
が
な
い
、
こ
れ
以
上
続
け
て
も
お
そ
ら
く
ず
っ
と
こ
の
ま
ま
だ
ろ
う
こ
と
な
ど
、

堰
を
切
っ
た
よ
う
に
父
に
話
し
た
。
父
は
ず
っ
と
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
。 

や
が
て
父
は
車
を
止
め
た
。

　
「
優
子
、
少
し
歩
こ
う
か
。」

　

車
を
降
り
て
、
細
い
山
道
に
入
っ
た
。
ど
こ
に
行
く
の
だ
ろ
う
。
わ
た
し
は
父
と
一
緒
に
山
道
を
登
り
は
じ
め
た
。
次
第
に
山
道
は
細
く

な
り
、
辺
り
は
ど
ん
ど
ん
山
深
く
な
っ
て
い
く
。
や
が
て
父
は
山
道
か
ら
外
れ
、
道
な
き
山
の
中
を
、
草
を
か
き
分
け
な
が
ら
進
み
出
し
た
。

　
「
ち
ょ
っ
と
お
父
さ
ん
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
入
っ
て
い
く
の
。」

　

言
い
な
が
ら
、
わ
た
し
は
黙
々
と
歩
く
父
の
背
中
を
必
死
に
追
い
か
け
た
。
父
の
背
中
に
は
、
そ
れ
以
上
何
も
言
え
な
い
よ
う
な
雰
囲
気

が
感
じ
ら
れ
た
。
十
分
も
歩
い
た
だ
ろ
う
か
、
父
が
突
然
歩
み
を
止
め
た
。

　
「
優
子
、
見
て
ご
ら
ん
。」



　

一
本
の
山
桜
が
わ
た
し
た
ち
の
目
の
前
で
、
今
が
盛
り
と
ば
か
り
そ
の
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。
他
の
緑
の
木
々
に
混
じ
っ
て
埋
も
れ
そ
う

に
な
り
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
精
一
杯
に
咲
い
て
い
る
。
そ
れ
を
見
た
瞬
間
、
父
が
わ
た
し
に
言
い
た
い
こ
と
が
胸
の
中
に
伝
わ
っ
て
き
た

よ
う
な
気
が
し
た
。

　
「
優
子
、
あ
の
山
桜
は
毎
年
、
あ
そ
こ
で
あ
あ
や
っ
て
咲
い
て
い
る
ん
だ
。
周
り
を
い
ろ
い
ろ
な
木
々
に
囲
ま
れ
、
そ
の
中
で
目
立
た

な
い
か
も
知
れ
ん
が
自
分
の
花
を
あ
あ
や
っ
て
精
一
杯
咲
か
せ
て
い
る
。
だ
れ
も
見
に
来
る
人
は
い
な
い
し
、
だ
れ
も
知
ら
な
い
。
で
も

自
分
の
花
を
力
の
限
り
に
咲
か
せ
て
、
そ
し
て
人
知
れ
ず
散
っ
て
い
る
の
さ
。
そ
し
て
ま
た
次
の
年
、
見
る
人
も
な
い
自
分
の
花
を
咲
か

せ
る
。
だ
れ
か
の
た
め
に
咲
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
だ
れ
に
気
付
い
て
も
ら
わ
な
く
と
も
、
た
だ
精
一
杯
自
分
の
花
を
自
分
ら
し
く

あ
あ
や
っ
て
毎
年
咲
か
せ
て
い
る
の
さ
。」

　

胸
の
奥
に
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。
た
っ
た
一
人
で
力
の
限
り
に
そ
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
山
桜
が
、
わ
た
し
の
目
の
中
で

揺
れ
、
そ
し
て
に
じ
ん
だ
。

　
「
父
さ
ん
は
昔
か
ら
何
か
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、
山
桜
を
思
い
出
す
ん
だ
。
仕
事
で
も
そ
う
さ
。
自
分
で
は
精
一
杯
や
っ
て

い
て
も
必
ず
報
わ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
認
め
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
多
い
さ
。
そ
ん
な
と
き
、
人
知
れ
ず
花
を
咲
か
せ
て
い
る
山
桜
を

思
い
出
す
ん
だ
。
だ
れ
の
た
め
で
も
な
く
、
た
だ
自
分
の
た
め
に
、
自
分
ら
し
く
あ
る
た
め
に
凜
と
そ
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
山
桜
を
ね
。

優
子
、
自
分
の
花
は
自
分
の
た
め
に
精
一
杯
咲
か
せ
れ
ば
い
い
ん
だ
。
そ
の
た
め
に
力
一
杯
頑
張
れ
ば
い
い
の
さ
。」

　

そ
う
自
分
に
も
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
話
す
父
の
姿
を
見
な
が
ら
、
あ
ま
り
普
段
は
愚
痴
を
こ
ぼ
し
た
り
、
声
を
荒
げ
た
り
す
る
こ
と

の
な
い
父
が
、
と
き
お
り
深
夜
一
人
で
お
酒
を
飲
ん
で
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
を
思
い
出
し
て
い
た
。
あ
ん
な
と
き
、

父
は
山
桜
を
思
い
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か･･････

そ
う
思
う
と
、
父
へ
の
言
葉
に
な
ら
な
い
思
い
が
胸
に
込
み
上
げ
て
き
た
。
同
時
に
、

何
か
よ
く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
温
か
い
も
の
が
わ
た
し
の
心
の
中
を
満
た
し
て
い
く
の
を
感
じ
た
。

　
「
自
分
ら
し
く
あ
る
た
め
に
、
自
分
の
花
を･･････

か
。」

　

そ
の
日
か
ら
、
わ
た
し
の
も
の
の
見
方
が
少
し
変
わ
っ
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
は
相
変
わ
ら
ず
出
場
メ
ン
バ
ー
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
練
習
は
も
ち
ろ
ん
、
試
合
中
の
応
援
に
も
身
を
入
れ
て
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
区
予
選
は
結
局
突
破
で
き
な
か
っ
た
が
、

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
流
し
た
涙
は
、
試
合
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
悔
し
さ
か
ら
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
た
だ
自
分
が
そ
の
時
で
き
る
こ
と

を
精
一
杯
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
し
て
そ
ん
な
精
一
杯
の
気
持
ち
を
ど
こ
に
向
け
る
の
か
、
何
に
向
か
っ
て
頑
張
る
の
か
、
自
分

ら
し
さ
と
は
何
な
の
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
、
父
と
あ
の
山
桜
か
ら
教
わ
っ
た
、
い
や
考
え
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
に
わ
た
し
は
思
う
の
だ
。

 　

父
と
見
た
あ
の
山
桜
は
、
今
も
わ
た
し
の
心
の
奥
底
で
ず
っ
と
わ
た
し
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

今
年
も
桜
の
季
節
が
ま
た
や
っ
て
く
る
。




